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目 標 目標 ※国語総合は目標及び内容
相手に応じ，経験した事などについて，事柄







































































































































































































































































































































































































































3 文部科学省 (1999/2003・ 2006 ・ 2007一部改訂）
『中学校学習指導要領 国語編』




6 文部科学省 (1999/2003・ 2006 ・ 2007一部改訂）
『中学校学習指導要領解説 国語編』
7 文部科学省 (1999/2002・ 2003.4.12 ・ 2006 ・ 2007-
部改訂）『高等学校学習指導要領解説 国語編』


















































































WISC-Iの結果はA児がVIQ82, PIQ *, FIQ57で，
群指数はVC83, PO* F, D85, PS50 (9歳 0ヶ月）で
ある。 B児はVIQ86,PIQ40, FIQ60で，群指数はVC92,











または後半の時間の15分間とした。 A児から B児へ， B
児から A児へのメール及び他児との相互のメールを，そ
れぞれが毎回数個ずつ作成した。 A児は平成19年度 1~
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A児及びB児のどちらも，回数を重ねる毎に次第に作
成時間が少なくなっている。どちらかといえば， A児の
方がその傾向が強い。また， A児はその回によって作成
時間にややばらつきがある。
4. 考察
A児は教師と話をすることが好きであり，好奇心も強
く積極的に質問してくることも多い児童であるので，こ
の新しい機器の使用を喜び，操作技術の向上を素直に目
指し達成感を味わっていた。 B児も同様に楽しみながら
とても速く入力できるようになった。（写真 1参照）
写真 1
緊張が強く，タッチパネルの狭い場所にタッチする動
作は緊張を強め，継続して入力するのは難しいかに見え
た。しかし，短時間集中して取り組むことを繰り返すう
ちに自分で姿勢をコントロールし，写真 1のように無理
のない姿勢で自在に入力できるようになった。 A児， B
児どちらも回を追うごとに打ち込む速度は速くなり，用
件の内容は精選されてまとめられるようになった。特に
A児は疲れやすく，姿勢を保持することが難しい場面も
あった。しかし，入力時の候補選択の操作を教えると一
度で理解し，次回からは自分から候補選択を活用したた
め，入力時間は格段に短くなった。 B児は，自分で工夫
して候補選択の操作を身につけていった。
「00ちゃんの返事は？」「今度00のこと聞きたい」
など，授業時間以外にもそう話しかけてくるようになっ
ていった。子どもたちの間で，友だちとのコミュニケー
ションヘの意欲が有効なAAC機器の活用により高めら
れ，さらなるコミュニケーションヘ発達したのである。
B児はこの後，他教科の授業でもこのタッチパネル携
帯を使用して入力し，作文や調べ学習のレポート作成等
を行なった。 AAC機器の活用により，障害が積極的に
克服された事例であるといえる。このように，さまざま
なAAC機器やあらたなメソッドの活用により，児童の
特別なニーズにさらに対応する指導を行うことは可能で
あると考える。
ただし，現在出回っているAAC機器やメソッドは数
多く，そのどれがどの子どもに適切であるかは簡単に選
択することはできない。今後も積極的に情報を収集しつ
つ，適切な機器やメソッドの活用についてさらに実践を
重ね，詳細な分析を行なって取り組んでいく必要がある。
5. まとめ
1994年6月のサマランカ声明以降市民権を得た「特別
なニーズ教育」は，「特別支援教育」が障害の実態から
支援を考えるのと比べ，子どもたちの周囲の大人をも環
境対象としてとらえる点でより幅広くとらえている。
新学習指導要領の実施に伴い，普通学校でも特別支援
教育についての理解や対応が義務化されることとなった。
普通学級に通う子どもたちの「特別なニーズ」に対する
具体的な支援についても，特別支援学校に通う子どもた
ちの場合と同様に，地域や学校のコーデイネーターを中
心に関係機関の相互の連携が重要である。決して担任教
師だけが一人で考えるものではない。子どもたちを取り
巻くすべての大人たちが子どもたちの望ましい成長を支
える責任があり，そのための手だてを社会全体で真剣に
考えていかなければならない時期にきている。
私たち教師は，自己の専門性を磨き，子どもたちを支
える専門家として，さらに，個々の子どもの特別な教育
的ニーズにより的確に応えるべく普段の努力を続ける必
要がある。今回の事例では，タッチパネル携帯という
AAC活用による指導の工夫が大変効果的であった。こ
の機器はすでに店頭にはなく，また新しい機能を持つ携
帯が出回っている。今後も子どもたちの有する特別ニ一
ズの内容によって，積極的にどのような手だてを用いる
かを考え，工夫し，日々成長し変化する個々の子どもた
ちの課題に合わせた発達支援を行なっていきたい。
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